
学習後の生徒の姿

※参照：日本気象協会 
　　　「誤解が多い？予報円や台風の大きさ・勢力について」

※参照：気象庁「台風の発生、接近、上陸、経路」

❶ p.26のイラストを参考に台風の進路予報の見方を知る

❷ p.26の表(台風の強さ・大きさ)を参考に台風の特徴を知る

❸ p.27を読んで台風だけでなく前線にも注意が必要だと知る

● 例) 予報円が小さいほど正確性が高い 等

● 例) 左側よりも右側のほうが風が強い 等

①台風が日本本土に上陸するのは多くが7月から
9月。7月や8月は太平洋高気圧の勢力が強く、
また、台風を流す上空の風がまだ弱いために
不安定な経路をとることが多いが、9月以降に
なると南海上から放物線を描くように日本付近
を通るようになる。このため日本に大きな災害
をもたらす台風の多くは9月にやってくる。

※参照：気象庁「台風の発生、接近、上陸、経路」

※参照：防災ニッポン 
「台風の季節は夏？秋？夏台風と秋台風で注意ポイントはこう違う」

②夏の台風と秋の台風の大きな違いは、「台風の
移動するスピード」である。秋台風は比較的速く
移動しやすいのに対し、夏台風はゆっくり移動
することが多い。

③台風は年平均26個発生しており、そのうち平均
で3個が日本に上陸※1している。また、上陸しな
くても平均で11個の台風が日本から300km
以内に接近している。上陸する台風だけが被害
をもたらすのではない。例えば、関東地方の南
(房総半島沖)を通過する台風は、上陸しなくても
関東地方に暴風や大雨をもたらす。

※参照：国土交通省気象庁
　　　「台風の上陸数(2022年までの確定値と2023年の速報値)」

④「日本に上陸した台風」とは 
台風の中心が北海道、本州、四国、九州の海
岸線に達した場合を「日本に上陸した台風」
としている。ただし、小さい島や半島を横
切って短時間で再び海に出る場合は「通過」
としている。

※1
③1時間先までの降水分布、雷の活動度、竜巻発生の
確度の予報を見ることができる。

※参照：気象庁 「今後の雨(軽量版)」

②＜鶴見川遊水地のしくみ＞
鶴見川の洪水を溜める遊水地は、周辺を堤防で囲み
その中を掘り下げることにより、洪水を溜める容量を
確保する。鶴見川に面した堤防のうち一部を低くし
(越流提)、洪水をここから遊水地内に流入させて一時
溜め、鶴見川があふれるのを防ぐ。そして、洪水が去った
後で排水門から鶴見川に水を戻す。
※参照：京浜河川事務局 「鶴見川多目的遊水地事業」

①日本付近に前線が停滞していると、台風から流れ込む
暖かく湿った空気が前線の活動を活発化させ、大雨
となることがある。雨による大きな被害をもたらした
台風の多くは、この前線の影響が加わっている。

※参照 ： 国土交通省気象庁 「台風に伴う雨の特性」

⑤予報円が大きいほど、台風がどこに進むか
定まっておらず今後の進路がまだわからない
要素が大きい。

※参照：国土交通省気象庁　キキクル（警報の危険度分布）

④危険度分布(キキクル)は、雨による災害の
危険度を5段階で色分けして地図上にリアル
タイム表示するもの。気象庁ホームページ
で公開しているほか、テレビや各社が提供
するスマホアプリから届く「危険度通知」に
も使われている情報。

※8分56秒
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単語の意味の説明
生徒への支援の視点や発展的な内容

文字の色について

https://tenki.jp/forecaster/r_anzai/2021/10/09/14393.html#sub-title-b
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/typhoon/1-4.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/typhoon/1-4.html
https://www.bosai-nippon.com/article/3305
https://www.data.jma.go.jp/fcd/yoho/typhoon/statistics/landing/landing.html
https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#lat:36.791691/l
https://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00119.html
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/typhoon/3-1.html
https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#lat:36.288563/lon:142.580566/zoom:6/colordepth:normal/elements:land

